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令和３年第２回兵庫県後期高齢者医療広域連合議会定例会 

第１日（令和３年８月１７日） 会議録 

 

議事日程 

令和３年８月１７日午後２時開議 

 （諸報告） 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 会期の決定 

第 ３ 議長の選挙 

第 ４ 報告第２号 債権放棄の報告について 

第 ５ 承認第２号 令和２年度兵庫県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別

会計補正予算（第２号）についての専決処分の件 

第 ６ 認定第１号 令和２年度兵庫県後期高齢者医療広域連合一般会計歳入歳出決

算認定の件 

第 ７ 認定第２号 令和２年度兵庫県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算認定の件 

第 ８ 議案第４号 兵庫県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の

一部を改正する条例制定の件 

第 ９ 議案第５号 令和３年度兵庫県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第

１号） 

第 10 議案第６号 令和３年度兵庫県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別

会計補正予算（第１号） 

第 11 請願第３号 ７５歳以上医療費窓口負担２割導入実施を見送ることを求める

請願 
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第 12 一般質問  

第 13 同意第３号 兵庫県後期高齢者医療広域連合副広域連合長選任の件 

 

本日会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

 

出席議員（３７名） 

２番 和 田 達 也    ３番 吹 野 順 次 

４番 和 田   満    ６番 浜 辺   学 

７番 佐 藤 徳 治    ８番 坂 本 孝 二 

９番 越 智 俊 之   １０番 土 生 田 哉 

１１番 岡 田 康 裕   １２番 山 本   実 

１３番 藤 本 大 祐   １４番 片 山 象 三 

１６番 大 眉   均   １７番 都 倉 達 殊 

１８番 松 木 茂 弘   １９番 藤 井   大 

２０番 高 見 智 也   ２１番 河 尻   悟 

２２番 堀 井 宏 之   ２３番 西 田 雄 一 

２４番 細 見 正 敏   ２５番 登 里 伸 一    

２６番 藤 岡   勇   ２７番 金 村 守 雄 

２８番 富 田 健 次   ２９番 山 本 通 廣 

３０番 宮 脇   修   ３１番 佐 藤 彰 浩 

３２番 大 竹   正   ３３番 三 村 隆 史 

３４番 前 田 義 人   ３５番 藤 原   茂 

３６番 近 藤 博 之   ３８番 梅 田 修 作 
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３９番 庵 逧 典 章   ４０番 浜 上 勇 人 

４１番 西 村 銀 三 

 

欠席議員（２名） 

５番 石 井 登志郎   １５番 三 宅 浩 二   

 

説明のため出席した者 

広域連合長   谷 口 芳 紀 

副広域連合長  服 部 千 秋 

副広域連合長  仲 田 一 彦 

事務局長    児 玉 成 二 

情報システム課長 金 髙 裕 一 

資格保険料課長 越 智   寛 

給付課長    中 内 重 代 

保険料係長   岡 村 和 子 

給付係長    北 田 洋 介 

保健事業・適正化係長 池 内 俊 智 

財政係長    田 中 広 美 

 

職務のため出席した職員 

書  記    西 村   功 

書  記    伊 原 木 徹 
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（午後２時 開会） 

○副議長（大竹 正）  ただいまから、令和３年第２回兵庫県後期高齢者医療広域

連合議会定例会を開会いたします。 

 なお、５番、西宮市・石井議員、１５番、宝塚市・三宅議員から欠席する旨の届け

が出されております。 

 開議に先立ち、広域連合長より発言の申出がありますので、これを許可いたします。 

 谷口広域連合長。 

（谷口広域連合長 登壇） 

○広域連合長（谷口 芳紀）  令和３年第２回兵庫県後期高齢者医療広域連合議会

定例会を招集させていただきましたところ、議員各位におかれましては、公務御多忙

の中、御出席を賜りまして、厚くお礼を申し上げます。 

 さて、後期高齢者医療制度は、令和３年度で発足後１４年目を迎えております。兵

庫県の後期高齢者医療の規模は、制度発足当初の被保険者数は約５６万人でございま

したが、高齢化の進行により、現在では被保険者数が約８０万人となっております。 

 また、医療給付費は新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、昨年度に比べ少し減

額となっておりますが、令和２年度決算見込みベースで７,２６０億円余となってお

ります。 

 今後も被保険者数は年々増加をし、令和４年からは団塊の世代が後期高齢者に到達

していくことから、医療給付費は今後増大していくことが見込まれます。 

 皆様御存じのとおり、後期高齢者医療制度の窓口負担の在り方につきましては、こ

れまで全国後期高齢者医療広域連合協議会を通じまして、慎重かつ十分な議論を重ね

ることなど国へ要望をしてまいりましたが、令和４年度後半には、一定以上の収入の

ある後期高齢者の窓口負担を１割から２割に引き上げる改正法が成立し、公布されま

した。 

 広域連合としましては、国に対し、窓口２割負担の施行時期の早期決定、被保険者
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に対する丁寧な説明及び周知広報のための財政措置などを要望するとともに、市町の

お力もお借りしながら、窓口での混乱を招かないよう、周知広報に努めてまいる所存

でございます。 

 また、制度の運営主体である広域連合としては、今後も国の動きをしっかりと注視

していくとともに、被保険者が安心して医療を受けることが出来るよう、関係市町と

も連携・協力し、より一層安定的な制度運営を行っていく必要があると考えておりま

す。 

 さて、本日は、令和２年度広域連合一般会計・特別会計決算認定をはじめ、補正予

算案、副広域連合長の選任といった重要な案件を提案させていただいております。 

 各議案につきましては、後ほど御説明いたしますので、何とぞよろしく御審議を賜

りますようお願いを申し上げ、簡単ではございますが、開会の御挨拶とさせていただ

きます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○副議長（大竹 正）  これより、本日の会議を開きます。 

（開議） 

○副議長（大竹 正）  本日の議事日程は、お手元に配付したとおりであります。 

 最初に、諸報告を申し上げます。 

 まず、お手元に配付のとおり、監査委員から、監査報告第１号及び第２号による報

告がありました。 

 次に、去る５月１０日、三木市 板東議員、宝塚市 中野議員より、それぞれ５月

１４日、５月１８日付で議員を辞職したい旨の申出がありましたので、地方自治法第

１２６条ただし書の規定に基づき、副議長において、これを許可いたしました。 

 次に、欠員となっておりました議会運営委員会委員に、兵庫県後期高齢者医療広域

連合議会委員会条例第３条ただし書の規定に基づき、副議長において、香美町 浜上

議員、丹波市 細見議員、宍粟市 富田議員を指名いたしましたから、御報告申し上

げます。 
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 以上で、諸報告を終わります。 

 次に、日程第１、「会議録署名議員の指名」を行います。会議録署名議員は、６番、

洲本市 浜辺議員及び４０番、香美町 浜上議員を指名いたします。 

 次に、日程第２、「会期の決定」を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日１日といたしたいと存じますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○副議長（大竹 正）  御異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日１日と決定いたしました。 

 次に、日程第３、「議長の選挙」を行います。 

 お諮りいたします。 

 選挙の方法は、指名推選で行いたいと存じますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○副議長（大竹 正）  御異議なしと認めます。 

 よって、選挙の方法は指名推選によることに決定いたしました。 

 お諮りいたします。 

 指名の方法については、副議長において指名することにいたしたいと存じますが、

御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○副議長（大竹 正）  御異議なしと認めます。 

 よって、副議長において、議長に２６番、朝来市の藤岡議員を指名いたします。こ

れに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○副議長（大竹 正）  御異議なしと認めます。 

 よって、藤岡議員が議長に当選されました。 
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 本席から当選の告知をし、議長就任の御挨拶をお願いいたします。 

（藤岡議長 登壇） 

○議長（藤岡 勇）  ただいま、皆様方から御推挙をいただき、広域連合議会議長

に就くことになりました藤岡でございます。 

皆様方の御協力を得まして、広域連合議会の円滑な運営に努めてまいりたいと存じ

ます。 

御指導、御鞭撻をお願い申し上げまして、簡単ではございますが、就任の御挨拶と

させていただきます。 

○副議長（大竹 正）  御挨拶は終わりました。この際、議長と交代いたします。

御協力ありがとうございました。 

○議長（藤岡 勇）  次に、日程第４、報告第２号「債権放棄の報告について」を

議題といたします。 

 報告を求めます。 

 児玉事務局長。 

（児玉事務局長 登壇） 

○事務局長（児玉 成二）  ただいま上程されました報告第２号について、御報告

申し上げます。 

 提出議案の１ページをお開きください。 

 本報告は、兵庫県後期高齢者医療広域連合債権管理条例第１２条第１項の規定によ

り債権を放棄いたしましたので、同条第２項の規定により報告するものでございます。 

 今回報告いたします債権は２件ございまして、一つは、破産が決定し、免責が許可

されたため、もう一つは、破産法による同時廃止、すなわち破産手続費用を支払うだ

けの財産がないこと並びに免責不許可事由がないことが明らかなためで、いずれも、

今後、弁済に関する請求が出来ない状態であることから、兵庫県後期高齢者医療広域

連合債権管理条例第１２条第１項第２号に該当することにより、当該債権を放棄した



―８― 

ものであります。 

 以上、報告第２号について、御報告申し上げました。 

○議長（藤岡 勇）  報告は終わりました。 

 次に、日程第５、承認第２号「令和２年度兵庫県後期高齢者医療広域連合後期高齢

者医療特別会計補正予算（第２号）についての専決処分の件」及び、日程第６、認定

第１号「令和２年度兵庫県後期高齢者医療広域連合一般会計歳入歳出決算認定の件」、

日程第７、認定第２号「令和２年度兵庫県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特

別会計歳入歳出決算認定の件」を一括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 児玉事務局長。 

（児玉事務局長 登壇） 

○事務局長（児玉 成二）  ただいま上程されました承認第２号及び認定第１号、

認定第２号につきまして、相互に関連しておりますので、一括して御説明申し上げま

す。 

 提出議案の３ページを御覧ください。 

 本補正予算は、歳入歳出それぞれ４,４５４万３,０００円を増額し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ８,０６９億９,４７３万５,０００円としたものでございます。 

 これは、令和２年度特別高額医療費共同事業拠出金の拠出額確定に伴い、歳入歳出

を増額したものでございます。 

 なお、歳入歳出予算事項別明細書につきましては、令和２年度補正予算・令和３年

度補正予算に関する説明書の１ページから３ページに記載しております。 

 以上、地方自治法第１７９条第１項に規定に基づき、令和３年２月２６日に専決処

分いたしましたので、同条第３項の規定に基づき、御承認をお願いするものでござい

ます。 

 次に、認定第１号「令和２年度兵庫県後期高齢者医療広域連合一般会計歳入歳出決
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算認定の件」について、御説明申し上げます。 

 提出議案の４ページをお開きください。 

 本件一般会計歳入歳出決算と、後ほど御説明申し上げます認定第２号の特別会計歳

入歳出決算につきましては、地方自治法第２９２条において準用する同法第２３３条

第１項の規定に基づき調製し、同条第２項の規定により監査委員の審査に付しました

ところ、別添のとおり審査意見書の提出がございましたので、同条第３項の規定によ

り、議会の認定をいただくため、提案するものでございます。 

 提出議案の５ページを御覧ください。 

 一般会計の歳入でございますが、歳入予算現額１７億５,１０３万円に対しまして、

収入済額は１７億５,２１７万９,４３７円でございます。 

 提出議案の６ページをお開きください。 

 歳出でございますが、支出済額の合計は１３億７,９０５万１,７０１円で、歳入歳

出差引残額は３億７,３１２万７,７３６円でございまして、これを翌年度に繰越しい

たします。これは主に、歳出の第２款第１項総務管理費の不用額によるものでござい

ます。 

 なお、歳入歳出決算事項別明細書につきましては、令和２年度歳入歳出決算に関す

る附属書類の１ページから４ページまでに記載しております。 

 次に、認定第２号「令和２年度兵庫県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算認定の件」について、御説明を申し上げます。 

 提出議案の８ページをお開きください。 

 特別会計の歳入でございますが、歳入予算現額８,０６９億９,４７３万５,０００

円に対しまして、収入済額は７,９９４億２,０８７万１,７４２円でございます。 

 提出議案の９ページを御覧ください。 

 歳出でございますが、支出済額の合計は７,５０６億２,８０４万３６３円でござい

ます。 
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 支出の主な内容といたしまして、第１款保険給付費の第１項療養諸費につきまして

は予算現額７,４７５億３,３２９万７,０００円に対しまして、支出済額は６,９３９

億８,３５４万９,８２７円でございます。 

 ここで不用額が５３５億４,９７４万７,１７３円ございますが、これは１人当たり

給付費及び被保険者数が当初の見込みを下回ったことなどによるものでございます。 

 歳入歳出差引残額は４８７億９,２８３万１,３７９円でございまして、これを翌年

度に繰越しいたします。 

 なお、歳入歳出決算事項別明細書につきましては、令和２年度歳入歳出決算に関す

る附属書類の５ページから１２ページまでに記載しております。 

 以上、承認第２号、認定第１号、認定第２号について、一括して御説明申し上げま

した。何とぞよろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（藤岡 勇）  提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑に入ります。質疑の通告がありますので、発言を許可いたします。 

 １６番、三木市・大眉議員、自席で御発言願います。 

○１６番（大眉 均）  それでは、令和２年度決算認定について、質疑を行わせて

いただきます。 

 まず、認定第１号 一般会計についてでありますが、総務費中、一般管理費の役務

費は、予算額３億５８２万４,０００円に対し、通信運搬費、人材派遣料など、支出済

額は１億９,８４５万９,０００円で、不用額は１億７３６万４,０００円となってい

ます。 

 また、委託料は予算額８億２,１８３万８,０００円に対し、事務局関係委託料、コ

ールセンター運営業務委託料、給付関係委託料、システム関係委託料で、支出済額は

６億１,０５５万４,０００円で、不用額は２億１,１２８万３,０００円となっていま

す。それぞれの支出内容と不用となった理由についてお尋ねをいたします。 

 次に、認定第２号 後期高齢者医療特別会計決算認定についてであります。 
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 保健事業費は、予算額１４億８９万６,０００円に対し、支出済額は１２億１,３０

６万１,０００円、不用額は１億８,７８３万４,０００円となっています。昨年度はコ

ロナの関係で、健康診査がなかなか出来ないという状況もありました。 

 １点目に、健康診査の令和２年度の受診率は、受診対象者６６万５８２人に対し、

受診者は１１万８,４９８人で、受診率の目標値２０．７％以上に対して、実績は１７．

９４％と未達成になっています。 

 一方、当年度の各市町の受診率は最高で３７．４３％、最低で４．０６％となって

います。健康診査の受診率向上対策についてお尋ねをいたします。 

 ２点目に、歯科検診の受診対象者は３７万５,１５４人で、目標値は前年度実績の６,

０１６人以上に対し、受診した人は４,９４５人にとどまっています。受診者がゼロの

市町もありますが、受診率の向上、口腔ケア事業の拡充についてお尋ねをいたします。 

 ３点目に、その他健康保持増進費は、予算額４億５,７００万円に対し、支出済額は

３億４,１３８万３,０００円で、委託料１億５,０１６万１,０００円、負担金補助及

び交付金１億９,１２２万１,０００円の支出で、不用額は１億１,５６１万６,０００

円となっています。支出の内容と事業推進についてお尋ねいたします。 

 ４点目に、高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施を市町に委託して行う事業

が、令和２年度から取組みが始められています。令和５年度には全市町で取組みを進

めるということになっておりますが、この事業の内容と推進についてお尋ねをいたし

ます。 

 以上でございます。 

○議長（藤岡 勇）  事務局長。 

○事務局長（児玉 成二）  それでは、私のほうから、まずは認定第１号に係る不

用額の主な内訳、その理由について御説明を申し上げます。 

 まずは、役務費につきましては、不用額１億７３６万４,０００円のうち、給付関係

の通信運搬費で１億２１万３,０００円となっており、その主な内訳、理由といたしま
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しては、被保険者への医療費のお知らせ通知の実施回数の減によるもので、約７,７０

０万円の不用。それから受診回数の減による各種決定通知、還付通知、申請書発送の

減により、約９００万円の不用となってございます。 

 次に、委託料につきましては、不用額２億１,１２８万３,０００円のうち、給付関

係でレセプト件数の減、レセプトの件数に応じてお支払いしている国保連への委託料

の減で、１億９６４万１,０００円、レセプトの二次点検に関する委託料の減で、６,

９３１万３,０００円、資格関係で、入札による契約価格の減で、１,２８８万３,００

０円となってございます。 

 次に、認定第２号の保健事業費について御説明申し上げます。 

 １点目の健康診査の受診率向上の対策についてでございます。 

 後期高齢者医療制度の健康診査は、それぞれの地域の実情に応じて実施していただ

くことが望ましいという観点から、各市町において独自の取組を実施していただき、

その経費に対して、当広域連合より補助を行っております。 

 議員御指摘のとおり、第２期データヘルス計画の中間評価における令和２年度の目

標値が２０．７０％以上でしたが、実績値は１７．９４％となっております。これは、

新型コロナウイルス感染症に係る緊急事態宣言期間において保健師の確保が困難だっ

たことや、事業自体が実施出来なかったことによると聞いておりますが、ほとんどの

市町で受診率減となっております。しかしながら、健康診査は生活習慣病の早期発見、

重症化を予防する観点からも重要な取組であると認識しており、先ほどもありました

ように受診率の高い市町の取組の共有を図るなど、引き続き市町と連携、受診率の向

上に取り組んでまいりたいと思います。 

 次に、歯科検診でございます。 

 こちらも新型コロナウイルス感染症の影響から、令和２年度の歯科検診におきまし

ては、４市１町で実施出来ない状況となり、受診者数は前年度より１,０７１名減の４,

９４５名でしたが、歯科検診は後期高齢者の口腔機能低下や肺炎等の疾病の予防を目
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的とする事業であることから、市町における好事例の紹介を図るなど、受診者数の増

加に努めてまいりたいと考えております。 

 続きまして、３点目のその他健康保持増進費の内訳等でございます。 

 委託料につきましては、対象となる市町へ申請に基づき交付しているもので、１億

５,０１６万１,０００円は全額、高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施を行っ

ていただいております８市１町への委託料でございます。 

 次に、負担金補助及び交付金等の内訳につきましては、長寿・健康増進事業補助金

で９,９０１万６,０００円、低栄養防止重症化予防等の推進事業、並びに保健事業推

進補助金で合わせて１,７０５万９,０００円、人間ドック等事業補助金で７,５１４

万６,０００円でございます。いずれも対象となる市町へ申請に基づき交付している

ものでございます。 

 最後に４点目の高齢者保健事業と介護予防の一体的な実施につきましてお答え申し

上げます。 

 この事業は、７５歳以上の高齢者に対する保健事業を、市町が介護保険の地域支援

事業等と一体的に実施することが出来るよう、国、広域連合、市町の役割等について、

定められた改正法の施行に伴い、当広域連合の第３次広域計画を改定した上で、令和

２年４月１日から開始したものでございます。実施市町は広域連合と事業実施に係る

委託契約を締結し、広域連合からは市町に対し、委託事業費を交付することにより、

実施しております。令和２年度に８市１町が実施し、令和３年度からは新たに１５市

３町と契約を締結しており、現時点で一体的実施に取り組んでいただいております市

町は２３市４町となってございます。 

 なお、国の健康寿命延伸プランでは、令和６年度までに全市町での実施を目指すと

されており、兵庫広域といたしましても、構成市町及び県、国保連、職能団体等とも

連携協力しながら、例えば分析データの提供、事例報告会、学識経験者による講習を

盛り込んだ研修会の開催などを通じ、事業の推進を積極的に図ってまいりたいと考え
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ております。 

 以上でございます。 

○議長（藤岡 勇）  大眉議員。 

○１６番（大眉 均）  ありがとうございました。最初の一般会計の不用額が多い

のが、お知らせが７,７００万円だったということですが、一般的にこの一般会計全体

から見ると、かなり不用額が多くなっているわけですね。予算の関係もあると思いま

すし、今のこのコロナ禍のことで実施出来なかった部分が減額というのがあろうかと

思うのですけれども、やはり見込みを正確に立てていただくということ、また有効に

活用していただくということでお願いしたいと思います。 

 それから、保健事業がいろいろ計画をされておりますが、健康診査の受診率という

のが対象者をどういうふうにするのかということがいつも問題になるわけでありまし

て、ただその６６万人に対して２０％ぐらいということで、いつも目標にされている

わけですけれども、高齢者のその健康診査によりまして、重症化を予防し、健康で長

生きしていただくということにとっては非常に健康診査という事業は重要ではないか

というように思います。あわせて歯科検診もまだまだ目標値そのものが小さいという

状況でございまして、口腔ケアが高齢者の健康にとって非常に重要だという点からい

いますと、こういう点を非常に拡充していただきたいと思います。 

 それから、その他健康保持増進事業で、人間ドックなどはまだ実施をされておられ

ない市町があるかと思います。ただ人間ドックを受ける機関があるのかどうかという

ところもあるわけでございますが、ぜひそういう点で、人間ドックの事業、あるいは

その他の健康増進事業というのを進めていただきたいと思います。 

 そのほかにいろいろな事業が少しずつやられておりますけれども、まだまだ始まっ

たばかりというような形になっております。 

 それから、高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施、一体的な取組みというこ

とになっておりますが、この計画を見せていただきますと、まだ一つか二つの事業し
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か出来ていないというか、そこからまず取りかかろうという市町も多くございますし、

この事業を進めていく上で、医療関係者、特に保健師さんとか、看護師さんとかいう、

この専門家をどうやってそろえるのかということが大変悩みであろうと、また、市町

によりましては、今年度からやろうと思っていたけれども、コロナのワクチン接種の

ほうに保健師などが回らなければならないというようなことから、出来ないというこ

とで諦めたというようなお話も聞いておりますが、ぜひこの高齢者をその保健と介護

で全体的に生活を見ていって、そして長生きしてもらうという事業は必要だと思うの

ですけれども、この辺がネックになっているところも一緒に解決していただきたいと

思うのですが、いかがでしょう。 

○議長（藤岡 勇）  児玉事務局長。 

○事務局長（児玉 成二）  まさに今、議員がおっしゃったとおりだと思います。

７５歳という年齢で事業を分けて、独立して事業を展開するのではなくて、介護事業

であるとか国民健康保険でやっておられた保健事業を継続してやるということが地域

における健康課題、あるいはいわゆる健康状態不明者の把握っていうのですか、そう

いうのにつながっていくのではないかということで、今後は、先ほど申しましたよう

な保健事業を単発でやるのに加えて、この一体的事業を市町の皆さんと一緒にやって

いく必要があるのかなと思っております。 

 ただ、２７市町と契約していますので、お話をお聞きしますと、やはり地域ごとに

医療の状況というのも異なりますし、地域で取り上げる健康課題というのも少し違う

ようにお聞きしています。 

 また、事業を円滑に進めるための手法は、おっしゃるように地域のそういう職能団

体等の関係もあるということもあれば、そういう関係ないところもございますので、

そういった部分も異なりますので、そういった事情も十分勘案した上で、我々として

は先ほどと繰り返しになるかも分かりませんけれども、我々の持っているような医療

データ情報の地域ごとであるとか疾病ごとの分析結果をお返ししたりとか、あるいは
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いろんな市町の情報を保有していますので、参考になる事例などもお知らせしたりと

か、広域連合には保健師がおりませんけれども、国保連合会と協力しまして、そこの

保健師さんとも一体となりまして、相談会あるいは専門家による講演会をさせていた

だいておりまして、引き続き両輪で一緒になって、令和６年度の全市町実施に取り組

んでまいりたいと考えてございます。 

○議長（藤岡 勇）  質疑は終わりました。 

 これより討論に入ります。 

 討論の通告がありますので、これを許可いたします。 

 １６番、三木市・大眉議員、登壇の上、御発言願います。 

 大眉議員。 

（大眉議員 登壇） 

○１６番（大眉 均）  認定第２号「令和２年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算認定」について、反対の討論を行います。 

 反対の理由は、保険料を引き上げたことと、低所得者の保険料軽減特例措置が段階

的に廃止され、被保険者の負担が増えたことであります。７５歳以上の高齢者全てか

ら保険料を徴収し、２年ごとの保険料率改定により、制度発足以来６回の値上げが行

われました。令和２年度、３年度の保険料は均等割額が４万８,８５５円から５万１,

３７１円に、所得割率が１０．１７％から１０．４９％に値上げされ、平均保険料額

は８万１,２４９円から８万５,３０４円になりました。 

 また、低所得者で年金収入が８０万円以下の人は９割軽減から７割軽減になり、年

金収入１６８万円以下の人は８.５割軽減から７.７５割軽減になり、今年度から７割

軽減になっています。被用者保険の扶養者であった方の均等割は９割軽減でしたが、

７割、５割と減らされ、令和元年度からは本来の軽減率措置になっています。７５歳

で新たに加入された方は、加入後２年を経過する月まで均等割は５割軽減で、それ以

降は本来の軽減となっています。その対象者は６万人以上ありましたが、３万９,００
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０人になっています。 

 また、年金収入が少ない高齢者は、年金から天引きされずに直接納付する人のうち、

保険料を払えない人に対して正規の保険証を交付されず、有効期限が短い短期証に切

り替えられています。また、保険料滞納者に対する預貯金などの差押えが行われてい

ることも問題であります。多くの高齢者は年金収入だけで年金額は減り続け、消費税

の増税などで負担は増え続けています。この中で高齢者の負担増はその生活に大きな

影響を与えます。高齢者の保険料の負担を軽減し医療を受けやすくすること、保健事

業の充実で、高齢者が安心して暮らせるようにすることを求めまして、討論といたし

ます。 

○議長（藤岡 勇）  討論は終わりました。 

 本件について、他に発言の通告はありませんので、これより順次お諮りいたします。 

 承認第２号を原案のとおり承認することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（藤岡 勇）  御異議なしと認めます。 

 よって、承認第２号は原案のとおり承認されました。 

 次に、認定第１号を原案のとおり認定することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（藤岡 勇）  御異議なしと認めます。 

 よって、認定第１号は原案のとおり認定されました。 

 次に、認定第２号を原案のとおり認定することに賛成議員の起立を求めます。 

（起立多数） 

○議長（藤岡 勇）  起立多数であります。 

 よって、認定第２号は原案のとおり認定されました。 

 次に、日程第８、議案第４号「兵庫県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関

する条例の一部を改正する条例制定の件」を議題といたします。 
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 提案理由の説明を求めます。 

 児玉事務局長。 

（児玉事務局長 登壇） 

○事務局長（児玉 成二）  ただいま上程されました議案第４号について、御説明

申し上げます。 

 提出議案の１０ページをお開きください。 

 議案第４号「兵庫県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を

改正する条例制定」について、御説明申し上げます。 

 本件は、議案書の１０ページに掲載のとおり、新型インフルエンザ等対策特別措置

法の改正に伴う新型コロナウイルス感染症の定義を変更するため、兵庫県後期高齢者

医療広域連合後期高齢者医療に関する条例の一部を改正するものでございます。 

 以上、議案第４号について御説明申し上げました。何とぞよろしく御審議のほど、

お願い申し上げます。 

○議長（藤岡 勇）  提案理由の説明が終わりました。 

 本件について、発言の通告はありませんので、これよりお諮りいたします。 

 議案第４号を原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（藤岡 勇）  御異議なしと認めます。 

 よって、議案第４号は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第９、議案第５号「令和３年度兵庫県後期高齢者医療広域連合一般会計

補正予算（第１号）」及び日程第１０、議案第６号「令和３年度兵庫県後期高齢者医

療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）」を一括議案といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 児玉事務局長。 

（児玉事務局長 登壇） 
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○事務局長（児玉 成二）  ただいま上程されました議案第５号及び第６号につき

まして、相互に関連しておりますので、一括して御説明申し上げます。 

 提出議案の１１ページを御覧ください。 

 まず、議案第５号「令和３年度兵庫県後期高齢者医療広域連合一般会計補正予算（第

１号）」について、御説明申し上げます。 

 提出議案の１２ページをお開きください。 

 本補正予算は、歳入歳出それぞれ１億４,３４３万３,０００円を増額し、歳入歳出

予算の総額をそれぞれ１６億６,３８３万４,０００円とするものでございます。 

 これは、令和２年度決算歳入歳出差引残額を繰越し、市町からの負担金から減額す

るとともに、窓口負担見直しに係る周知広報に伴う補正を行うものでございます。 

 なお、歳入歳出予算事項別明細書につきましては、令和２年度補正予算・令和３年

度補正予算に関する説明書の４ページ及び５ページに記載しております。 

 次に、議案第６号「令和３年度兵庫県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別

会計補正予算（第１号）」について、御説明申し上げます。 

 提出議案の１４ページをお開きください。 

 本補正予算は、歳入歳出それぞれ４８６億６,４８６万７,０００円を増額し、歳入

歳出予算の総額をそれぞれ８,７１４億４,７１１万３,０００円とするものでござい

ます。これは、令和２年度決算歳入歳出差引残額４８７億円余を繰越し、国や県、市

町からの負担金精算のための返還金などに充て、残りの１４１億円余を後期高齢者医

療給付費準備基金に積立てようとするものでございます。 

 なお、歳入歳出予算事項別明細書につきましては、令和２年度補正予算・令和３年

度補正予算に関する説明書の６ページから８ページまでに記載しております。 

 以上、議案第５号、議案第６号について一括して御説明申し上げました。何とぞよ

ろしく御審議のほど、お願い申し上げます。 

○議長（藤岡 勇）  提案理由の説明が終わりました。 
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 これより質疑に入ります。 

 質疑の通告がありますので、発言を許可いたします。 

 １６番、三木市・大眉議員、自席で御発言願います。 

○１６番（大眉 均）  それでは、議案第５号「令和３年度兵庫県後期高齢者医療

広域連合一般会計補正予算」に対する質疑を行います。 

 総務費中、一般管理費で、１億４,３４３万３,０００円が２割負担施行に伴う周知

広報業務として、役務費１億１,４８０万円、委託料２,８６３万３,０００円が計上さ

れています。 

 １点目に、来年１０月とは言われておりませんが、来年度後半から実施される窓口

負担２割の実施による対象者はどのぐらいになるのか。高齢者の医療費の負担はどの

くらいになるのかお尋ねいたします。 

 ２点目に、来年度、令和４年度後半から高齢者の医療費２割負担導入を実施する法

律が可決されました。２割負担の対象となるのは年収２００万円以上の単身世帯、夫

婦とも７５歳以上で、年収３２０万円以上の世帯で、全国で約３７０万人と言われて

います。窓口負担については広域連合でも政府に対して、高齢者の受診抑制につなが

らないように慎重な対応を求められてまいりました。２割負担導入についての考え方

についてお尋ねします。 

 ３点目に、補正予算に計上されている役務費委託料の内容についてお尋ねをいたし

ます。 

 以上でございます。 

○議長（藤岡 勇）  児玉事務局長。 

（児玉事務局長 登壇） 

○事務局長（児玉 成二）  議案第５号に関する質疑にお答え申し上げます。 

 まず、第１点目の対象者等についてでございます。 

 令和３年２月に開催されました第１４０回社会保障審議会医療保険部会の資料によ
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りますと、新たに２割負担となる方は国全体では約３７０万人で、その内訳として、

兵庫広域では約１７.８万人が対象になると推計されております。 

 また、２割負担となる方の１人当たりの年間の平均窓口負担額は、同部会の資料に

よりますと約３.４万円の増加となりますが、長期にわたる外来受診について、急激な

負担増を抑制するため、外来受診の負担増加額を最大でも月３,０００円に収まるよ

うな配慮措置が政令等で定められた場合、約０.８万円抑制され、約２.６万円、１人

当たり年間の増加となると推計されてございます。 

 次に、２割負担導入実施についての考え方でございますけれども、窓口２割負担を

実施するに当たりましては、やはり被保険者が不安に思わない、混乱しない対策とい

うのは大変重要であると考えています。その被保険者の不安や混乱を減らすためには

十分な周知期間を設け、丁寧な説明を行うことが必要であると考えてございます。そ

のため、国に対しては、窓口２割負担の施行日の早期決定、また高齢者等に対する丁

寧な説明や周知広報に要した費用の財政措置などを強く要望いたしております。 

 広域連合といたしましても、市町の力をお借りしながら、被保険者自身が一体いつ

から２割負担となるのかとか、配慮措置の内容などについて、できるだけ分かりやす

く伝えるよう、周知広報に努めてまいりたいと考えています。今後も、国の動きをし

っかりと注視していくとともに、被保険者が安心して医療を受け続けることが出来ま

すよう、市町とも連携協力して、より一層安定的な制度運営を行ってまいりたいと考

えています。 

 最後に、補正予算に上げさせていただいております役務費委託料の内容でございま

すが、役務費につきましては、現在、全被保険者約８２万人への周知広報を想定し、

その郵送料として１億１,４８０万円を計上してございます。 

 委託料につきましては、そのお配りするリーフレットの印刷代、あるいは封入・封

緘作業の委託料として２,８６３万３,０００円を計上しているところでございます。 

 なお、これらの費用は、国からの特別調整交付金で措置される予定でございます。 



―２２― 

 以上です。 

○議長（藤岡 勇）  大眉議員。 

○１６番（大眉 均）  お答えありがとうございました。来年度の後半から実施を

されるということで、まだ政令が出されていないので、実際のところは詳しいことが

分からないという状況かと思いますし、またその窓口負担を軽減するための３年間と

いうようなものも具体的にどうなのかというのはまだまだこれからだと思うんですけ

れども、これまでからやはり高齢者がこの１割から２割に負担が増えるということに

なりますと、やっぱり受診抑制につながるというのは医師会などもそういうふうに言

っておられたわけですよね。高齢者になるほど、お１人当たりの医療費、医療にかか

っている機会とか、それから１回当たりの医療費が高くなっているわけでありまして、

そういう方々に１割を２割にするということになりますと、その負担がかなり大きな

ものになると。３年間の配慮措置はあるけれども、これはそうであって、それからも

う一つは、この年収２００万円以上の方というものも、これは政令で決められるわけ

ですから、実際のところは拡大される可能性もあるわけでして、そういう点からいい

ますと、これまで広域連合としていろいろと政府に対して要求してきた、要望してき

たことがなかなか実現出来なかったと。無視されてきたということになるのではない

かと思うんですけれども、こうした事柄が高齢者の受診抑制ということが一番大きな

懸念と、それから負担増ということが大きな懸念になりますので、その辺をやはり今

後もまだ訴えていかなければならないのではないかと思うんですけれども、いかがで

しょう。 

○議長（藤岡 勇）  児玉事務局長。 

○事務局長（児玉 成二）  この窓口負担の問題は非常に歴史が長くて、随分前か

らいろいろ立場、いろんな場所で議論されてきて、その積み上げた取りあえずの結論

が、この全世代型社会保障検討会議の議論を踏まえて閣議決定をされて、この法案も

附帯決議がたくさんついております。その附帯決議の中身を見てみますと、議員御心
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配なことも書かれておるわけでして、そういったことが政令等、これから明らかにな

っていくんじゃないかなと思いますが、まさにその中身がちゃんと伝わらなければな

らないですし、その負担抑制のために導入された配慮措置に対して申請が漏れること

がないようにするためにも、やはり先ほども申しましたけれども、それをうまく伝え

ていく周知広報が重要になってくるのではないかなと思いますし、引き続き分かりや

すい広報につきましては、確かに国の基準等が不明な点ございますけれども、その範

囲の中で、議員御指摘の点も含め、十分検討いたしまして、市町の担当課の皆さんと

も十分協議調整させていただいて、より効果的、効率的な周知広報に努めてまいりた

いというふうに考えてございます。 

○議長（藤岡 勇）  質疑は終わりました。 

 本件については、他に発言の通告はありませんので、これより順次、お諮りいたし

ます。 

 議案第５号を原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（藤岡 勇）  御異議なしと認めます。 

 よって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６号を原案のとおり決することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（藤岡 勇）  御異議なしと認めます。 

 よって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

 次に、日程第１１、請願第３号を議題といたします。 

 紹介議員の趣旨説明を求めます。 

 １６番、三木市・大眉議員、登壇の上、御発言願います。 

 大眉議員。 

（大眉議員 登壇） 
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○１６番（大眉 均）  ただいま議題となっております請願について説明をさせて

いただきます。 

 この請願は、７５歳以上医療費窓口負担２割導入実施を見送ることを求める請願で、

後期高齢者医療費の２割負担を実施しないことを求めるものであります。７５歳医療

費の窓口負担２割負担導入を含む法案が国会で可決され、来年度後半から実施されよ

うとしています。これまでも窓口負担につきましては、高齢者が必要な医療が受けら

れるよう、慎重にすること等の要望を全国後期高齢者医療広域連合協議会から国に要

望しており、兵庫県後期高齢者医療広域連合としてもその立場で要望されてきたとこ

ろであります。 

 昨年１２月に、兵庫県社会保障推進協議会が県内全市町に要望した７５歳医療費２

割中止を求める要望書の文書回答には、多くの市町で広域連合を通じて要望を伝える

と回答しておられます。兵庫県議会でも、７５歳以上後期高齢者医療の窓口負担２割

への引上げの慎重な対応を求める意見書が全会一致で可決されています。しかし、６

月の国会で政府与党は受診控えが起こると認識しながら強行されました。また、２割

負担対象者は今後、国会審議なしに拡大出来る等、多数の問題を解決しないまま可決

しており、これでは制度の根幹に関わる高齢者が必要な医療を受ける機会の確保が損

なわれることになります。国会審議では、多くの国民がこの廃案を求めておりました。

窓口２割負担は兵庫県後期高齢者医療広域連合の要望にも反することであります。兵

庫県後期高齢者医療広域連合として、国に再度、７５歳以上の医療費２割中止を求め

るとともに、医療費窓口負担２割導入の実施は当面見送ることを求めるものでありま

す。 

 議員各位の御賛同をよろしくお願い申し上げます。 

○議長（藤岡 勇）  次に、請願に対する執行機関の説明を求めます。 

 児玉事務局長。 

○事務局長（児玉 成二）  請願第３号、請願事項「７５歳以上の医療費窓口負担
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２割導入の実施は当面見送ること」について御説明いたします。 

 後期高齢者医療の窓口負担の見直しにつきましては、制度の根幹である「高齢者が

必要な医療サービスを受ける機会の確保」という観点から、慎重かつ十分な議論を重

ねるよう、全国後期高齢者医療広域連合協議会を通じ、厚生労働大臣に対し要望を行

ってまいりましたが、先般、全世代型社会保障検討会議での議論や国会での審議を経

て、附帯決議が付された全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等

の一部を改正する法律が令和３年６月４日に成立し、同月１１日に公布されたところ

です。 

 本改正法では、後期高齢者の一部負担金の負担割合に関する事項に係る施行期日は、

令和４年１０月１日から令和５年３月１日までの間において、政令で定める日と規定

されており、また、２割負担となる被保険者の所得額の基準、長期頻回受診の被保険

者への配慮措置等につきましても、政令等で規定することとされています。 

 今後、政令で施行日等が規定され、実施ということになれば、当広域連合におきま

しては独自の財源もないことから、現状を維持することは困難であると考えておりま

す。 

 以上、請願第３号につきまして御説明申し上げました。 

○議長（藤岡 勇）  紹介議員の趣旨説明及び執行機関の説明は終わりました。 

 本件について、ほかに発言の通告もありませんので、これよりお諮りいたします。 

 請願第３号を採択することに賛成議員の起立を求めます。 

（起立少数） 

○議長（藤岡 勇）  起立少数であります。 

よって、請願第３号は不採択と決定いたしました。 

 次に、日程第１２、一般質問を行います。 

 質問の通告がありますので、これを許可いたします。 

 １６番、三木市・大眉議員、自席で御発言願います。 
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○１６番（大眉 均）  それでは、一般質問させていただきます。 

 次期、令和４年度、令和５年度の保険料率の改定についてお尋ねをいたします。 

 来年は２年に１回行われる保険料見直しの時期になっております。 

 １点目に、保険料率改定につきましては、１人当たりの医療費給付費などの費用や

被保険者数、後期高齢者負担率とその財源等から算出されております。保険料率改定

についての考え方及び次期保険料率の検討作業、それから決定に至るまでのスケジュ

ールについてお尋ねいたします。 

 ２点目に、後期高齢者医療給付費準備基金についてでありますが、令和２年度末残

高は１２７億１,１００万８,７５４円となっております。令和３年度予算で基金を取

崩し、特別会計に繰入れしました。そしてこのたび補正予算で１４１億６,３３６万５,

０００円の積立てを行っておりますが、今年度末の基金残高及び保険料負担軽減に活

用出来るのはどのぐらいと見込まれておられるのかお尋ねをいたします。 

 ３点目に、被保険者の保険料負担を抑制するために、県の財政安定化基金の活用が

出来るようにすることが求められておりますけれども、財政安定化基金の残高と活用

の見通しについてお尋ねをいたします。 

○議長（藤岡 勇）  児玉事務局長。 

○事務局長（児玉 成二）  次期保険料の改定についてでございますけれども、後

期高齢者医療制度の患者負担を除いた医療給付費は、おおむね公費５割、現役世代か

らの支援金４割、高齢者の保険料１割という、５対４対１の割合で負担しているため、

医療給付費を増加すると保険料も増加する仕組みとなってございます。その医療給付

費総額は、１人当たりの医療給付費や被保険者数、診療報酬改定率、後期高齢者負担

率などの影響を考慮した上で推計することとなります。 

 当広域連合の１人当たりの医療給付費は、平成２０年度に制度が施行されて以降、

令和２年度は新型コロナウイルス感染症等の影響で前年度を下回ったものの、基本的

には高齢化や医療技術の高度化により伸び続けてございます。 
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 また、後期高齢者負担率も制度が施行されて以降、現役世代人口の減少に伴い、当

初の１０％から、前回は１１．４１％と料率改定のたびに引き上げられており、次期

においても引き上げられることが予想されているところでございます。 

 現時点ではまだ具体的にそのような率や数字が示されていませんので、どの程度に

なるかというのはお示し出来る段階ではございませんけれども、おおむね１０月頃か

ら被保険者数等の実績を踏まえた本格的な算定作業に入る予定でございます。しかし

ながら、前回の例によりますと、国からも診療報酬改定率や後期高齢者負担率等の数

値が年末ごろに示される予定と考えており、それらに基づく最終的な医療給付費等を

推計するため、次期保険料率の改定案をお示し出来るのは来年２月頃になる見込みで

ございます。何とぞ御理解のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 ２点目の基金の積立て状況、活用でございますが、後期高齢者医療給付費準備基金

の積立て状況についてでございますが、令和２年度末残高が１２７億１,０００万円

でございました。これに、２年度剰余金１４１億円余を積立て、令和３年度の保険料

上昇抑制財源として６８億１,０００万円を取り崩すこととしており、令和３年度末

は２００億６,０００万円となる見込みでございます。 

 当基金につきましては、次期料率改定に向け、いわゆる安定的な制度運営といった

中長期的な観点も考えて、ただ前回は全額取崩しさせていただきましたけれども、一

方、保険料率の上昇抑制という観点もございますので、その辺りを見極めながら上昇

抑制等の活用の方向で検討してまいりたいと思っております。 

 最後に、県の財政安定化基金の活用でございますけれども、財政安定化基金は、本

来、保険料が予定した収納率を下回ったり、予想以上に給付費が膨らんだといったこ

とで生じる財政不足を補うものですが、特例として保険料率の増加抑制を図るための

活用が出来るとされています。 

 令和４、５年度の保険料率改定に当たりましては、今後の保険料率算定作業を進め

る中で、県とも十分その活用について協議してまいりたいと考えてございます。 



―２８― 

 以上です。 

○議長（藤岡 勇）  大眉議員。 

○１６番（大眉 均）  まだ分からない、特に分からないのが後期高齢者負担率で

すね。若い人と高齢者の比率を政府が決めてきて、それによってその負担率で対応は

また変わってくるということだと思います。２月頃にならないと、なかなか案が示せ

ないというようなことですけれども、やっぱりその高齢者はその保険料って非常に身

近なもので、年金から天引きされるということで、変わると非常に大きな影響ももた

らすということですから、出来るだけ広く議論が出来るようにしていただきたいと思

うんです。 

 それからもう１点の、今の財源で２００億６,０００万円の基金があるわけですけ

れども、これを保険料の抑制財源として、前回も使っていただいたわけですけれども、

これはもう大体全額使えるんですよ。今後の医療費の動向も考えなければいけないわ

けですけれども、ぜひみんながためたお金だと思うんで、保険料抑制に使っていただ

きたいなと思います。 

 それからさっき３点目の財政安定化基金の、県の基金の残高は変わってないですか

ね。それを教えていただきたい。 

○議長（藤岡 勇）  児玉事務局長。 

○事務局長（児玉 成二）  現在、県の基金は約５５億円で、２８年度以降は積立

ても、拠出もしておりませんので、その額と思っています。 

○議長（藤岡 勇）  よろしいですか。 

○１６番（大眉 均）  はい。 

○議長（藤岡 勇）  質問は終わりました。 

 次に、日程第１３、同意第３号「兵庫県後期高齢者医療広域連合副広域連合長選任

の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 



―２９― 

 谷口広域連合長。 

（谷口広域連合長 登壇） 

○広域連合長（谷口 芳紀）  ただいま上程されました同意第３号「兵庫県後期高

齢者医療広域連合副広域連合長選任の件」について御説明を申し上げます。 

 提出議案の１５ページをお開きください。 

 本件は、副広域連合長として、新たに、仲田一彦三木市長を選任いたしたく、兵庫

県後期高齢者医療広域連合規約第１２条第４項の規定に基づき、議会の同意を求める

ものでございます。何とぞよろしく御審議のほど、お願いを申し上げます。 

○議長（藤岡 勇）  提案理由の説明が終わりました。 

 本件について、発言の通告はありませんので、これよりお諮りいたします。 

 本件について同意することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（藤岡 勇）  御異議なしと認めます。 

 よって、本件は同意することに決定いたしました。 

 この際、本日付をもって、守本憲弘南あわじ市長が副広域連合長を退任されます。 

 次に、仲田副広域連合長から発言を求められておりますので、これを許可いたしま

す。 

（仲田副広域連合長 入場、登壇） 

○副広域連合長（仲田 一彦）  ただいま皆様の御同意をいただき、副連合長に就

任することになりました、三木市長の仲田一彦です。広域連合長を補佐し、後期高齢

者医療制度の円滑な実施に努めてまいる所存でございますので、どうかよろしくお願

い申し上げまして、簡単ですが就任の挨拶とさせていただきます。よろしくお願いし

ます。 

○議長（藤岡 勇）  以上で、本定例会に上程されました案件は、全て終了いたし

ました。 



―３０― 

 議員各位におかれましては、終始、御審議賜り、また議事進行に御協力いただき、

厚くお礼を申し上げます。 

 広域連合長より、御挨拶があります。 

 谷口広域連合長。 

○広域連合長（谷口 芳紀）  令和３年第２回広域連合議会定例会の閉会に当たり、

一言お礼かたがた、御挨拶を申し上げます。 

 議員各位には、本日の定例会に提出をしておりました令和２年度広域連合一般会計・

特別会計決算認定をはじめ、補正予算案、副広域連合長の選任といった重要な案件に

つきまして、慎重に御審議をいただき、いずれも原案どおり可決、御決定を賜りまし

た。心から厚くお礼を申し上げます。 

 今後も国の動向に注視するとともに、全国の広域連合や県内関係４１市町とも連携

協力をし、後期高齢者医療制度の安定的な運営に努めてまいりたいと考えております

ので、議員各位におかれましても、より一層の御支援、御協力を賜りますようお願い

を申し上げまして、閉会の御挨拶とさせていただきます。 

 本日は、ありがとうございました。 

○議長（藤岡 勇）  御挨拶は終わりました。 

 これをもちまして、令和３年第２回兵庫県後期高齢者医療広域連合議会定例会を閉

会いたします。 

（午後３時１０分 閉会） 

  



―３１― 
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